
【概要】2024 年度活動報告 

一般社団法人 全日本知的障がい者スポーツ協会 

【2024 年 4月 1日～2025 年 3月 31 日】 

【月次報告】 

月 内容 

4 月 ・全国障がい者スポーツ大会に関する全ブロックなどの調整 

・強度行動障害の調査・研究（4月１日～６日）斎藤・宮崎・杉 

・乃村工藝社様へ追加支援のお願い（４月９日）斎藤 

・決算資料などの打ち合わせ（4月１８日） ＠ベンチャー支援税理士法人 

・研究論文の打合せ（4月 2１日）斎藤・宮崎 

・DeNA様へ訪問（4月２５日）斎藤 

・全国障害者スポーツ大会への視察（4月 27･28 日）斎藤 ＠島根県（ソフト） 

5 月 ・ぜんち共催様へ訪問（５月１０日）斎藤 

・プルデンシャル生命会社様と打ち合わせ（５月１４日）斎藤・若菜 ＠日大 

・東京都立青鳥特別支援学校様へ表敬訪問（５月１４日）斎藤 

・パレンテ様へ訪問（５月１７日）斎藤 

・決算資料などの打ち合わせ（５月２１日） ＠ベンチャー支援税理士法人 

・JPCおよび韓国 Virtus と打ち合わせ（５月３０日）斎藤 ＠JPC 

6 月 ・全国障がい者スポーツ大会に関する全ブロックなどの調整 

・Virtus アジア理事会（6月１日～３日）斎藤・谷口 ＠台湾 

・新規スポンサー様（森泉様）打ち合わせ（６月７日）斎藤 

・研究論文の打合せ（６月８日）斎藤・宮崎 

・パレンテ様へ訪問（６月１１日）斎藤 

・社員総会・第１回理事会（6月２２日） 

・新規スポンサー様（岡本様）と打ち合わせ（６月２５日）斎藤 

・東京農業大学（勝亦教授）と打ち合わせ（６月２８日）斎藤 ※ZOOM 会議 

・パレンテ様と打ち合わせ（６月２８日）斎藤 ※ZOOM 会議 

・ID バドミントン大会へ視察（６月 29日・30日）斎藤 ＠静岡市 

7 月 ・営業活動 ・事務処理 

・研究論文の打合せ（７月５日）斎藤・宮崎 

・新規スポンサー様（森泉様）打ち合わせ（７月８日）斎藤 

・エスプールプラス様と打ち合わせ（７月９日）斎藤 ※ZOOM 会議 

・パレンテ様と打ち合わせ（７月１１日）斎藤 ※ZOOM 会議 

・EPSON様と打ち合わせ（７月１６日）斎藤 ※ZOOM 会議 

・アート引越しセンター様へ表敬訪問（７月 18・19 日）＠大阪市 

・マグチグループ様へ表敬訪問（７月 18・19日）＠大阪市 

・ID 卓球様と打ち合わせ（７月２３日） 斎藤 ＠パラサポ 

・マグチグループ様と打ち合わせ（７月３０日）斎藤 ※ZOOM 会議 

・パレンテ様と打ち合わせ（７月３１日）斎藤 



・乃村工藝社様と打ち合わせ（７月３１日）斎藤  

・ID サッカー様と打ち合わせ（７月３１日）斎藤 ※ZOOM 会議 

8 月 ・営業活動 ・事務処理 

・京王運輸様と倉庫の管理に関する打ち合わせ（８月２日）斎藤 ＠めじろ台 

・海外研究・調査（８月１４日～２０日） 斎藤 ＠ロンドン 

・オムロン様と打ち合わせ（８月２１日）斎藤 ＠京都府 

・DENSO様と打ち合わせ（８月２２日）斎藤 ＠刈谷市 

・三晃社様と打ち合わせ（８月２２日）斎藤 ＠名古屋市 

・テツ・コーポレーション様と打ち合わせ（８月２２日）斎藤 ＠名古屋市 

・ID バスケットボール視察（８月２３日～２５日） 斎藤 ＠下呂市 

9 月 ・テツ・コーポレーション様と打ち合わせ（９月４日）斎藤 ※ZOOM 会議 

・ID 卓球様と打ち合わせ（９月１１日）斎藤 ＠パラサポ 

・ID 柔道大会へ視察（９月１５日）斎藤 ＠日本文化大学 

・Virtus アジア会議（９月２３日）斎藤・谷口 ※ZOOM 会議 

・ID 卓球大会の視察（９月 28・29 日）斎藤 ＠南相馬市 

・第 2回理事会開催（９月２８日） 

10 月 ・営業活動 ・事務処理 

・全スポの JKA処理各種 

・ゆたかカレッジ様と打ち合わせ（１０月８日）斎藤 ＠池袋 

・全育連様の全国大会アテンド（１０月 12・13日）斎藤 ＠秋田市 

・マグチグループ様と打ち合わせ（１０月１５日）斎藤 ※ZOOM 会議 

・小塩弁護士と勉強会（１０月１５日）斎藤 ※ZOOM 会議 

・ID 卓球様と打ち合わせ（１０月２１日）斎藤 ＠パラサポ 

・マグチグループ様と打ち合わせ（１０月２４日）斎藤 ※ZOOM 会議 

11 月 ・研究論文の打合せ（１１月１５日）斎藤・宮崎 

・富士通＆横浜市様と打ち合わせ（１１月１６日）斎藤 ＠横浜武道館 

・弘済学園様へ視察・調査（１１月１９日）斎藤 ＠秦野市 

・雑誌の打合せ（１１月２１日）斎藤 ＠日大 

・営業活動  

12 月 ・永谷園HD様と打ち合わせ（12月３日）斎藤 ＠本社（東久留米） 

・糸満市様と打ち合わせ（１２月 10・11日）斎藤・手登根 ＠糸満市 

・Virtus アジア会議（１２月１６日）斎藤・谷口 ※ZOOM 会議 

・ID バスケットボール視察（１２月 21･22 日） 斎藤 ＠小牧（春日井カップ） 

・第 3回理事会開催（１２月２８日） 

・各支援企業様への年末報告 

1 月 ・JAL 様と打ち合わせ（１月１０日）斎藤 ＠日大 

・ID バドミントン保護者と打ち合わせ（１月１１日）斎藤 ＠東久留米市 

・東久留米市様と打ち合わせ（１月１４日）斎藤 ＠東久留米市役所 

・横浜市様と打ち合わせ（１月１４日）斎藤 ※ZOOM 会議 

・乃村工藝社様と打ち合わせ（１月１５日）斎藤 ＠お台場 



・第２回インクルーシブ大会視察（1月１８日）＠三鷹市 

・東久留米市様と打ち合わせ（１月２０日）斎藤 ＠東久留米市役所 

・DENSO様と打ち合わせ（１月２１日）斎藤 ＠刈谷市 

・三晃社様と打ち合わせ（１月２１日）斎藤 ＠刈谷市 

・テツ・コーポレーション様と打ち合わせ（１月２２日）斎藤 ＠名古屋市 

・オムロン様と打ち合わせ（１月２２日）斎藤 ＠京都府 

・ID 陸上競技ハーフマラソン視察（１月２６日）  

斎藤・パレンテ様 ＠国立競技場 

・全国障がい者スポーツ大会関東ブロック全体会議（１月２８日）※ZOOM 会議 

・東久留米市長へ表敬訪問（１月２９日）斎藤 ＠東久留米市役所 

・マグチグループ様と打ち合わせ（１月３０日）斎藤 ＠大阪市 

・アート引越しセンター様と打ち合わせ（１月３０日）斎藤 ＠大阪市 

2 月 ・営業活動  

・国庫補助金清算処理 

・JPC様と打ち合わせ（２月６日）斎藤 ※ZOOM 会議 

・研究論文の打合せ（２月７日）斎藤・宮崎 

・東久留米市立南中学校様と打ち合わせ（２月１２日）斎藤 ＠南中学校 

・東久留米市立南中学校様で講演（２月１４日）斎藤 ＠南中学校 

・北関東体育学会で講演（２月１６日）斎藤 ＠高崎健康福祉大学 

・海外研究・調査（２月１８日～２２日）斎藤 ＠シンガポール 

・韓国 Virtus との打ち合わせ（２月２５日～２７日）＠ソウル 

・第６回インクルーシブ pj 会議（2月２８日） ※ZOOM 会議 

・年度末会計処理 

3 月 ・エスプールプラス様と打ち合わせ（３月３日） 斎藤 ＠秋葉原 

・東久留米青年余暇活動会議（３月９日）  

斎藤・中田・伊藤・川本・上野 ＠東久留米市 

・琉球サポートスポーツ様の講演（３月１２日）斎藤 ※ZOOM 会議 

・ID サッカー連盟様と打ち合わせ（３月１４日）斎藤・葛尾（木村・戸西）  

※ZOOM 会議 

・Virtus アジア会議（３月１７日）谷口 ※ZOOM 会議 

・MIZUNO様と打ち合わせ（３月１８日）斎藤 ※ZOOM 会議 

・第４回理事会（３月２２日） ※書面決議 

・乃村工藝社様と打ち合わせ（３月２６日）斎藤 ※ZOOM 会議 

・新規スポンサーへの働きがけ 

・年度末事務処理 

 

 

 

 

 



【令和６年（2024 年度）度 活動概要】 

 

令和６年度（2024 年度）は、令和 5年度に引き続き、研究・調査活動と競技団体支援の

両輪にて事業を行うことが出来た。 

まず、一つ目には、助成金を活用し、今回は、２つの異なる国へ異なる調査・研究のた

めの活動を行うことが出来た。４月に訪問したボストンでは、昨今、大変な関心事である

「強度行動障害」に関するアメリカにおける実践を視察することができ、大変大きな知見

を得ることが出来た。特に、日本で行われている対処療法ではなく、積極的な介入におい

てその特異な行動を支援していくシステムは、日本への導入も含め大いに可能性を秘めて

いると感じた。次に８月には、日本版ＤＢＳのお手本となった英国ＤＢＳの本社へ伺い、

担当者から、英国ＤＢＳの背景から現在に至る課題などを共有して頂いた。一方、今後、

日本がこれから本格的な実施（施行）に向け、起こりうる課題やテーマなどについての言

及もあり、大きな示唆を与えてくれた。 

いずれも、報告書以外に論文の形にして、広く一般に周知してもらえるように準備を整

えている。こうした活動は、当協会の活動を「見える化」することにもつながり、引き続

き行っていくことの重要性を改めて感じている。 

２つ目には、競技団体の支援である。今年度は、新たに２つの競技団体を迎い入れるこ

とができ、大変満足している。まず、全日本テコンドー協会様だが、過去３年間ほど水面

下で交渉を続け、この度、先方の理事会等で ANISA への加盟を決断して頂いた。具体的に

は、Virtus で実施されている競技をすべて派遣したいという ANISA の中長期目標に合致す

る形で交渉を続け、プムセ（型）の選手の派遣を念頭に、今後、更なる支援と強化をとも

に推進していく予定である。特にプムセに関しては、ダウン症選手（II2）の活躍が期待さ

れ、国際大会への派遣もできるだけ早い段階で実現させたいと考えている。 

次に、総合型地域スポーツクラブとして、これまで多くの表彰などを受け、着実にその

実績を積み重ねて来られた、琉球サポートスポーツ様を迎え入れることが出来たことも大

変大きな意味を持っていると考えている。特に琉球サポートスポーツ様は、知的障がい児

者のサポートを中心に活動されており、eスポーツなどの大会なども地元沖縄県で積極的に

実施されている。このことは、主に競技力向上を目指す競技団体とは一線画し、生涯スポ

ーツという視点も取り入れながら活動しているところに、我々に大きな視座を与えてくれ

るものと期待をしている。 

このような活動を両輪でさらに加速していく予定ではあるが、やはり、予算（収入）の

部分で、まだまだ脆弱な組織体制であることは否めない。そこで、それらを解決するため

に、2024 年度において、こちらも２つの異なる業態において、自主財源事業の第１歩とな

る取り組みの準備が整えられたことは、今後の活動に勢いを与えてくれそうである。 

一つは、関西の某企業（HD 企業）様のインクルーシブ活動のアドバイザーとして、「政

策顧問」という形で契約に至ったことである。これは月毎に ANISA へ顧問料が振り込まれ

ることになるだけでなく、関連する１０数社の企業様とのつながりも期待され、関西方面

の営業の足がかりになるのではないかと期待している。 

もう一つは、東久留米市における委託事業の請負である。これは、東久留米市が今後、

知的障がい児者の青年余暇活動をさらに積極的に実施するために、専門集団へ委託すると



いうことで、ANISA との契約が進んでいる。2025 年 7 月には、2026 年度から年間契約に

向けた、パイロット事業を実施し、準備が着実に行われている。 

以上、基本となる２つの事業（研究と支援）に加え、更に２つの自主財源事業（顧問と

委託事業）を、確実に軌道に乗せる準備が 2024 年度に整えられたことは非常に大きな収穫

であった。引き続き 2025 年度は、事業を拡大して、安定的な組織運営を目指していきたい。 


